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はじめに

　昨今の全世界での科学技術の発展は目覚ましいもの
があり，ほぼ毎日新しい研究成果が全世界に向けて発
信されています。その中で，いかにして最先端の研究
を行い，それによって世界をリードしていくかが研究
者それぞれの課題であるといえます。しかし，専門分
野の細分化に伴い，自分の研究に関連のある分野で
も，その最先端の領域には疎くなってしまう場合があ
ります。よって様々な研究の最先端を理解し，自らの
研究課題に生かすためには，その分野の基礎的知識が
必要不可欠です。また，研究を行っていくに際し，自
分の研究を様々な形で世の中に発信することが求めら
れます。その際の発表を行う技術も研究者として活動
していくには必要です。一方で，研究は自分自身の力
が最大限に発揮できる環境で行うことがベストであ
り，自らに相応しい研究環境を得ることが必然的に必
要になってきます。

　CSJ化学フェスタ・チュートリアルセッションで
は，学生を含む若手研究者の皆さんを対象に，最先端
の研究を行っていくために必要な土台となるようなテ
ーマに焦点を当て，「そうだったのか！　学べる「反応
追跡」の基礎」，「化学ラボラトリーマネジメント　～ブ
レイクをめざす情報センリャク～」，「もっとアピール
力を磨こう ～競争社会における科学者・技術者の生
き残り術～」，「飛躍する女性研究者を目指して」，「英
語で発表してみよう！」の 5つの企画を用意しました。
若い皆さん，さらに高次の技術・研究を目指して，是
非ご参加下さい！　本企画が皆さんの研究人生の一助
となればうれしく思います。

そうだったのか！　学べる「反応追跡」の基礎

11月 14日午前
　初心者からベテランまで「そうだったのか！」と思
っていただく本企画，昨年は，「エネルギーの貯蔵や変
換」を扱いました。本年は，「有機化学における反応機
構の理解」に焦点を当てます。有機化学における反応
機構の理解は，産官学あらゆる立場の研究者にとっ
て，基礎研究から応用技術に至る全ステージで重要で
す。しかし，実際に起こっている反応をどのように追
跡し，その機構を理解すればよいのか，「そういった講
義やセミナーがあれば……」，「実は分析の原理が難
解……」ということはありませんか？　比較的身近な
装置から専門的な装置まで，反応を追跡するために必
要な基礎知識から新しい手法について，第一線で御活
躍の先生方や分析機器メーカーの技術者から専門分野
外の人にもわかりやすく紹介していただきます。ま
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CSJ化学フェスタ・チュートリアル企画では若手研究者・学生の皆さんの期待に応えます！　今さら聞けない最先端技術の基礎，
効果的な研究マネジメント法，英語プレゼンのコツ，発表資料の作成法など企画盛りだくさん。飛躍する女性研究者への企画も
含めて絶対損はさせません！　これからの日本を担う若手研究者に栄光あれ！
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た，講演終了後に講師の方へ気軽に質問できる，質
問・交流タイムを設けます。

化学ラボラトリーマネジメント

11月 14日終日
　研究開発活動を盛り上げるためには，良い研究を行
うというストレートな努力に加えて，研究活動をサポ
ートする様々な「搦め手からの工夫」が必要です。こ
うした「工夫」は様々なものがありますが，本セッシ
ョンでは「視覚的な情報発信」と「研究マネジメント」
を中心に取り上げたいと考えています。「ポータルサ
イト運営」，「ウェブデザイン」，「企業と大学のラボマ
ネジメント」などのキーワードを基に，各界で活躍さ
れている講師の先生方に，どうして現在の活動をする
に至ったかの動機，成功のノウハウ，失敗談など，普
段の講演会では聞けないストーリーを提供していただ
きます。こうした「工夫」は，実は日本の競争力を高
める鍵かもしれません。学生さんや大学の先生方，企
業研究者の皆様の参加をお待ちしております。

もっとアピール力を磨こう

11月 14日午前
　報告書やプレゼンテーションで周りに差をつけられ
ていませんか？　自分の研究や仕事の成果が論文審査
員や上司に評価してもらえずに悩んでいませんか？　
成果を正しく評価してもらうためには，高度な内容で
もわかりやすく，より注目されるように世界に向けて
発信することが重要です。そこで本企画では，プレゼ
ンテーションを魅力的にする様々な方法を紹介する講
演を通して，科学者・技術者のアピール力向上に大い
に役立つコツを伝授します。具体的には「信頼される
科学者の発表」，「アトラクティブな動画へのみちび
き」，「サイエンティストのためのビジュアルデザイン
ガイド」，「納得を生むプレゼンテーション」，「プレゼ
ンスライドの改善を試みる」と盛りだくさん（図 1）。
是非ご参加下さい。

飛躍する女性研究者を目指して

11月 15日午前
　産官学を問わず，男女共同参画はこれからの科学技
術分野の発展において，とても重要な課題であり，多
様な取り組みが行われています。化学フェスタでは，
様々な機関において活躍されている女性研究者と女子
学生・大学院生の交流を目的として企画を開催しま
す。講師には，メーカーや大学，研究所に勤務されて
いる研究者の方々をお招きします。講師の先生方に，
学生の間に勉強しておいた方が良いこと，進路などに
ついて，ご自身の経験を踏まえてお話いただきます。
その後，直接講師の方とお話することで，研究者とし
て活躍する自分の将来像を具体的にイメージできるよ
うになると期待しています。第 3回～第 5回化学フェ
スタでも多くの女子学生にこの「女性企画」に参加し
ていただき，非常に高い好評を得ています（図 2）。今
年もたくさんの学部生，大学院生，PDの方の参加を
お待ちします。

英語で発表してみよう！

11月 16日午後
　英語のプレゼンテーションが必要になり困っていま
せんか？　最近では国内の学会でも英語での発表が求
められたり，世界に向けて研究成果を発信するには英
語でアピールしたりすることが重要です。また，ビジ
ネスにおいても英語のプレゼンが必要な場面が増えて
いるのではないでしょうか。そこで本企画では，英語
論文発表に関する講演や，日本人にありがちなミスを
しないための英語発表に関する講演を通して，科学
者・技術者の英語力向上に大いに役立つコツを伝授し
ます。英語が苦手な人も得意な人も参加してみてはい
かがでしょうか。 
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図 1　細胞分裂をアトラクティブに魅せる！
（株）タイムラプスビジョン提供）

図 2　女性企画参加者のアンケート結果（抜粋）


